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6 月14日に医療制度改革関連法案が可決，成立しまし

た。医療費の伸びを抑制するために生活習慣病予防対策

を医療保険者が実施することになりました。平成20年度

から27年度の 7 年間で糖尿病等の有病者・予備群の25％
減少を目指し，平成25年度からは健診等の実施率をみて

75歳以上の後期高齢者医療制度の支援金を加減する仕組

みを導入することとなりました。国としても医療費の伸

びの抑制は喫緊の課題となっていることを反映したもの

と思います。

いよいよ日本も予防対策に本腰を入れ出したかと思う

と，これまで予防の重要性を説いてきた公衆衛生の関係

者としては，益々自分たちの役割の重要性を自覚し，エ

ビデンスを出して行かなければならないと気が引き締ま

る思いですが，25％減少の困難さを実感している者とし

て気が重くなる気持ちもあります。

生活習慣は長年の蓄積の上に成り立っていますので，

その改善にも通常同じくらいの時間が掛かります。近年

の男性と女性高齢者の肥満の増加には，主に動物性脂肪

の摂取量の増加と運動不足が関係していると考えられて

いますが，この増加を食い止めるためには，脳卒中対策

に国を挙げて取り組んだ時以上の国民的な運動が必要で

しょう。脳卒中対策においては，徹底した減塩で血圧低

下の効果があがり，栄養状態が改善し，また喫煙率の低

下の相乗効果で脳卒中の激減に成功したものと考えられ

ます。現在の肥満解消には，個人個人の異なった肥満の

原因を明らかにし，行動科学的な手法を用いてアプロー

チする必要があるでしょう。

利己主義的な傾向が強まっている感がある最近の日本

ですが，そのような社会は結局自分を含めて不幸な社会

になる訳ですから，協調性のある日本文化のよい面をも

っと伸ばし，海外のよい文化は取り入れるとしても，悪

しき文化は排除する確固とした独自の文化を築きながら

日本人の命を守ることに貢献したいものです。

（坂田清美）


